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囲 1幽 廴k辿 血 の 　ア ビ セ ル 吸 着性 β
一グ ル コ シ ダー

ゼ の 精 製 お よび

特性

（九大、農 化）　 O 莫 　開国、丹 羽 武 司 、 林 田 晋 策

1、 目的 　 さ き に 、 糸 状 菌の エ ン ドグ ル カ ナ ーゼ 及 び セ ロ ビオ ヒ 下 ロ ラ ーゼ は 、 ア ビ セ ル

へ の 吸著 能 に 関与 す る特異 な 親和 部位並 び に ア ビ セ ル 分解能 の 有 無 に よ っ て、 そ れ ぞ れ Cl

及 び Cx に 二 大別 と され る こ と を報 告 した 。 本 報で は A．　 f　i．pau19taか らア ビセ ル 吸 着 能 を有

す る特 異な B 一グ ル コ シ ダ ーゼ を 単離 V 、 そ の 特性 を検 討 した 。

2 、方 法　郵 ficu田 No．34 の フ ス マ 培 養 ろ液 の 硫 安 分 画 を組 酵 棄 と し て 、　 Avicel 吸着 、 溶

出 後、 Sephadex　 G−50 ， DEAE−Sephadex　 A−50 ，Sephadex 　 G・100及 び Sephacryi　 S−300の カ ラ ム

ク ロ マ ト に よ り精 製 した 。 0．5X　 Cellobiose 溶液 に 50 ℃ ，pH　 4．0 で 酵 素 を 作 用 さ せ、 グ

ル パ ーゼ K で gtucose を 定量 し、 1 μ mol ！min の glucose を 生成 す る 酵紊 量 を 1unit

と した 。

3 、結 果　 精製酵 素は SDS 電気 泳動 で 単
一一一

の タ ン パ ク 質染 色 バ ン ドを 与 え た。本 酵素は

Cellobiose の 分解 性 を有 し、 ま ta　Celiot．riose 、　 Cellotetraose 、　 Cellopentaose 　及び

Cellohexaose に 対 し て も 分解 能 を示 し、 そ の 産 物 を HPLC に よ っ て 経 時的 に 検 討 し た 。 さ ら

に、 ア ビセ ル 及 U．KC　 FIoc か ら も直接 グル コ
ー

ス を生 成 し た 。

一方、 ア ビ セル に 対 し

pH　 3− 5で 顕 者 な 吸 着能 を 示 した 。 反 応 の 簸適 岡 及び 温度 は そ れ
』
そ れ 4．0 及び 50℃ で 、

ま ta　p　H、温 度 に 対 し広範 囲で 高 い 安定性 を示 した。本 酵素 は、澱粉分解 に お け る グ ル コ ア

ミ ラ　一一ゼ に 相 当す る 特異性 を有 す も の と 考察 さ れ る 。
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